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国立科学博物館（科博）

• 国レベルで唯一の総合科学系博物館
– 本館（上野）
– 自然教育園（白金台）
– 実験植物園・研究施設（筑波）

• 研究組織
– 5研究部（動物・植物・地学・人類・理工学）
– 3研究センター（標本資料センター・分子生物多様性研究資料
センター・産業技術史資料情報センター）



科博での保全に関わる研究活動
• 総合研究「博物館・植物園資料を活用した絶
滅寸前種に関する情報統合解析」
（2016〜2020）
–博物館等の「絶滅寸前種」標本の収蔵状況調査
–植物さく葉標本からの非破壊によるDNA抽出
–保全に不可欠な生物学的特性の解明

ヤクシマアリドオシランの葉からの非破壊DNA抽出。
矢印の葉から抽出。左が抽出前、右が後（Sugita et al., 2020）



科博での保全に関わる研究活動

• 成果展示 企画展
「発見！日本の生物多様性
～標本から読み解く、
未来への光～」

– 2021.12.14〜2022.2.27

ご来場を
お待ちしています！



日本生物多様性情報イニシアチブ
(JBIF) の活動を報告します



生物多様性情報とは？

• 分類群に関する情報（種名、上位分類群…）
• 分布に関する情報（標本、観察データ…）
• 種に関する情報（特徴、分布…）
• マルチメディア（画像、動画、音声…）
• 塩基配列（DNAバーコード…）

おもに「種の多様性」に関するデータ
分類学的な情報が中心



地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

• 生物多様性情報を誰でも利用可能にする
ためのプラットフォーム

• 各国の拠点（ノード）を通じて集約
• 19億件の標本・観察データを集積（2021年11月現在）

http://www.gbif.org/ja/



ツバメの検索結果 https://www.gbif.org/ja/species/9515886



ツバメの検索結果 https://www.gbif.org/ja/occurrence/charts?taxon_key=9515886



日本生物多様性情報イニシアチブ
（JBIF；旧GBIF日本ノード）

• 日本の生物多様性
データをGBIFを
通じて公開・共有

• GBIF参加ステイタス
変更による名称変更
（正規参加国
→準参加国→オブザーバー）

• 文部科学省ナショナルバイオリソース
プロジェクト（NBRP）の一課題

https://www.gbif.jp/



JBIF分担機関と役割
• 国立科学博物館

–サイエンスミュージアムネット（S-Net）の活動
–おもに標本データを扱う

• 東京大学総合文化研究科
–研究成果データ・観察データ等の収集
–種名データの蓄積と公開
–おもに観察データを扱う

• 国立遺伝学研究所
– JBIFウェブサイトの維持管理・データ集約
–東京大学が集約したデータのGBIF公開



サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 国立科学博物館が運営
する自然史標本データ
共有ネットワーク

• 博物館・研究所など
109機関

• 機関・標本・学芸員等の
データを収集・公開

• GBIF等に標本データを
提供 参加館の所在地



S-Netデータ登録の流れ

公開の契約

• 科博と参加機関間で契約
• 公開ライセンスの決定（CC0, CC BY, CC BY-NCから選択）
• 提供条件の決定（変換手数料等）

データ変換

• 参加機関で実施
• 各館の標本データベースをS-Net形式へ変換（変換ツールを提供）
• 環境省レッドリスト掲載種の詳細な分布のマスク（チェッカーを提供）
• メタデータ（コレクション名、連絡先等）の作成

データ公開

• S-Net事務局で実施
• 提供機関と最終確認後、S-Netから公開
• あわせてGBIF, ジャパンサーチ等からも公開





S-Netウェブサイト

「ミヤマカラスアゲハ」を検索



S-Netウェブサイト

（地図：© GBIF, INEGI）



データの収集状況

累積発信データ数が1,000万件を突破

GBIF日本からのデータ https://www.gbif.org/ja/country/JP/summary



日本からのデータの特徴

https://www.gbif.org/ja/occurrence/charts?publishing_country=JP&advanced=1



自然史標本
データ

研究成果
データ

観察
データ

国立遺伝学研究所・
東京大学大学院総合文化研究科

国立科学博物館
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S-Net
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普及活動等

• 21世紀の生物多様性ワークショップ（年1回）
• 自然史標本情報発信に関する研究会
（科博、年2回）

• GBIFウェブサイトの日本語化（平成30年10月）

日本語版 http://www.gbif.org/ja/英語版 http://www.gbif.org/



• 第14回 自然史標本のデジタル化と活用の最前線 2020.1
• 第15回 加速するGBIFデータの利活用 2020.12
• 第16回 DNAで探る生物多様性 2021.12.18予定

ワークショップを伝えるGBIFの記事
https://www.gbif.org/article/
1z8DzePKBe6U0MAoo4QQO2/

要旨集

*新型コロナウイルス禍でオンライン開催

21世紀の生物多様性ワークショップ



自然史標本情報発信に関する研究会

• 第33回 地理情報の活用と新レッドチェッカーの紹介 (2019.6)
• 第34回 データ品質向上に向けてのテクニック (2020.2)
• 第35回 GBIF関連サイトの使い方とより品質の高いデータ提供のため
のテクニック* (2020.11)

• 第36回 標本データのチェックとクリーニングの技法* (2021.2)
• 第37回 S-Netを動画で学び活用する* (2021.7)
• 第38回 内容未定* （2022.2予定） *オンライン開催

※講習形式（上半期）と実習形式（下半期）で年2回開催

オンラインでの実習デモ S-Net参加機関向けの動画公開



マニュアル類の充実
• S-Netウェブサイトからダウンロードできる

データ利用のための資料データ提供のための資料



（作成中バージョン
旧版をJBIFウェブサイトから公開中）



生物多様性情報の今後を考える

討論会「これからの日本の生物多様性情報インフラを
考える」 を2021年2月に実施

大澤ほかJBIFチームによる意見論文 保全生態学研究（早期公開中）

※JBIFウェブサイトから報告資料もダウンロードできます



• 現状の課題
–データ横断利用の実現 ポータルが機関ごと

–日本産の種名リストの整備
–公的機関以外のデータ 在野研究者・市民参加等

–新しい観測技術への対応 3Dデータ・環境DNA等
–データ公開への相談窓口

• 今後への提案
–国レベルでの共通ルール データ形式・共通API等

–統合ポータルサイト API等での仮想統合

–政策支援体制 証拠に基づく政策支援

–生物多様性情報のオープン化

生物多様性情報の今後を考える



JBIFの今後

• これまでの活動の継続
–自然史標本データは現在のペースでの登録を目指す
–観察データ（調査データ）にさらに重きを置く
–既存データの品質向上を考える

• 新しいデータへの対応
–日本産種名目録の共有・公開
– DNAデータ、マルチメディアデータ等の更なるサポート

• 国際的なプレゼンス向上

ナショナルバイオリソースプロジェクトの
次期5ヶ年にむけて


